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要旨：本稿では、1970年大阪万博のテーマ展示プロデューサーであった岡本太郎と彼がデザインした《太陽の塔》に
着目した ESD教材の開発と検討を行った。大阪万博が、科学技術の進歩や国力の誇示を競い合う従来路線であったと
いう評価がなされたなかで、岡本太郎は、近代化や科学技術で進歩した「未来は、明るいものであるとは限らない。」
と警鐘する展示を展開した。岡本太郎のメッセージが、高度経済成長期の日本で理解されることは難しかったものの、
展示で扱われた生命や人々の多様性と尊厳、公害、人種差別などは現在も解決が求められる SDGsの目標に通ずるも
のである。2025年大阪・関西万博は、SDGs達成に向けたこれまでの進捗を確認し、達成に向けた取り組みを加速さ
せる場とされていることから、岡本太郎が《太陽の塔》を含めたテーマ館展示に込めたメッセージを ESD教材として
活用することは有効であると考える。
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１．はじめに

　2018年 11月、博覧会国際事務局（BIE）総会がパリ
で開かれ、2025年に大阪にて、1970年の日本万国博覧
会（以下、大阪万博）以来 55年ぶりとなる日本万国博
覧会（以下、大阪・関西万博）の開催が決定した。テー
マは「いのち輝く未来社会のデザイン」に決定し、万博
を「SDGs達成に向けたこれまでの進捗状況を確認し、
その達成に向けた取組を加速させる絶好の機会（１）」、な
らびに、「会場全体を未来社会を先取りした超スマート
会場とし、新たな技術、サービス及びシステムの社会実
装に向けたチャレンジを行う（中略）Society5.0実現に
向けた実証の機会（２）」として、準備が進められている。
　初等教育においては、2020年度から全面実施されて
いる新学習指導要領（３）に合わせて小学校社会科副読本
も改訂され、『わたしたちの大阪　３年』（大阪府大阪市）
の単元「4 大阪市のうつりかわり（４）」や『わたしたち
のまち吹田・大阪：小学校社会科３・４年生用副読本』（大
阪府吹田市）の小学校 3年生の単元「4 市のようすのう

つりかわり（５）」にて、1970年の大阪万博や 2025年の
大阪・関西万博に関連した内容が新たに掲載された（６）。
　《太陽の塔》は、1970年に開催された大阪万博のテー
マ展示プロデューサーであった岡本太郎によってデザイ
ンされ、シンボルゾーンにテーマ館の一部として、丹下
健三デザインの近代的な《大屋根》を突き破る形で建造
された。テーマ館は、「過去・現在・未来をつらぬいて
流れる根源的なエネルギーと、知恵と、ねがい（7）」を
表現した塔の地下展示「過去：根源の世界」から始まり、
アメーバから人間に至るまでの生物の進化の歴史を「（中
略）根源からふきあげて未来にむかう生命力の象徴（8）」
として表現した《生命の樹》を見ながら塔内を登り、腕
の出口から繋がった近未来的な《大屋根》に広がる空中
展示「未来：進歩の世界」をめぐった後、地上展示「現在：
調和の世界」へ降りてくるという３層の展示が構成され
た。個々の展示においては、「未来：進歩の世界」で未
来都市などが展示される一方で、公害や人種差別、貧困
など文明社会の進歩に伴う矛盾を突いた《矛盾の壁》、
核開発や宇宙開発をモチーフに原子雲と月面を対置し
た《転換の壁》が展示され、岡本太郎は、近代化や科学
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技術により進歩した「未来は、明るいものであるとは限
らない。（9）」ことを訴えた。また、「現在：調和の世界」
では、人種や国籍、肌の色、育った環境が異なる世界中
の民衆の生活写真を集めた《世界を支える無名の人々》
が展示され、
　 　「（中略）世界を支えているのは、とかくうたわれる
ような英雄や有名人ばかりの力ではない。むしろ、黙々
とさまざまな条件環境の中で闘いながら、ひたすらに
自分の生活を生きぬいている人びとである。（中略）
この歴史をつくりあげ、いま世界を背負っている、名
もない人びとの生活記録を写真によって展示し、人間
の生き方の多様さ、その素晴らしさと尊厳をなまなま
しく浮かびあがらせたい。（10）」

という岡本太郎のメッセージが込められている。
　大阪万博の統一テーマは「人類の進歩と調和」であっ
た。だが、岡本太郎は、テーマ展示プロデューサーに就
任した当初からこのテーマに疑いの目をもっていた。
　 　「一般に進歩というと、未来の方向にばかり目を向　　
ける。科学工業力を誇る。たしかにその面での発達は
近年ますますすばらしく、生きた人間が月の上を歩い
て、また地球にもどって来られる時代である。厖大な
生産力は人々の生活水準を高めた。しかしそれが果し
て真の生活を充実させ、人間的・精神的な前進を意味
しているかどうかということになると、たいへん疑問
である。（11）」

と言葉を残している。
　上記の公害や人種差別などを扱った展示内容ならびに
生命や人々の多様性と尊厳などの岡本太郎が展示に込め
たメッセージは、ESDの視点に立った学習指導で重視
する能力・態度の一つである、批判的に考える力（12）と
共通点がある。
　岡本太郎を扱った授業実践の研究として、隅（2003）
がある。小学校６年生を対象にした図画工作科の鑑賞教
育の実践として、岡本太郎の作品展の見学を契機に縄文
土器から影響を受けた岡本太郎に注目し、岡本作品から
影響を受けた自分という設定で児童が岡本作品の連作を
作成する実践が紹介されている。また、小学校６年生の
社会科と図画工作科の教科横断型の実践として、岡崎ほ
か（2019）がある。社会科にて、縄文土器についての
歴史的学習をした後、図画工作科にて、オリジナルの文
様を描いた縄文土器の作成と児童間での作品鑑賞を行う
実践が紹介されており、学校教育における縄文土器の美
術教育的利点として、岡本太郎の芸術的観点からみた縄
文土器の美術的価値が提示されている。このように、小
学校社会科、図画工作科にて岡本太郎を扱った実践例は
見受けられた。しかし、いずれも岡本太郎や縄文土器を
起点に図画工作科にて作品制作や鑑賞を行う実践となっ
ており、ESD教材として《太陽の塔》や岡本太郎を扱っ
た授業実践の研究は、管見する限り見当たらなかった。
　さらに、大阪城や通天閣などと共に大阪のシンボルと

して描かれることの多い《太陽の塔》であるが、2018
年の修復を機に公開された《生命の樹》などの展示に込
められた岡本太郎のメッセージは、多くの人に周知され
ていないように思われる。
　以上の点から、2025年に大阪・関西万博を控え、社
会科副読本にも万博の内容が記載された今日において、
岡本太郎が《太陽の塔》を含めたテーマ館展示に込めた
メッセージに着目した ESD教材を開発することに意義
があると考えた。

２．研究の目的と方法

２．１．研究目的
　2017年 3月、新たな学習指導要領（2020年度から全
面実施）が公示され、前文に「一人一人の児童が、（中
略）持続可能な社会の創り手となることができるように
することが求められる。（13）」という文面が明記された。
これにより、持続可能な社会の担い手づくりを通じて、
SDGs（持続可能な開発目標）の 17目標の達成に貢献
する人材の育成を目指した教育である ESD（持続可能
な開発のための教育）（14）は、これまでユネスコスクー
ルを中心に実践が展開されてきたが、今後は全国の学校
でも求められることとなった。
　2025年に開催が決定した大阪・関西万博では、SDGs
達成に向けたこれまでの進捗を確認し、その達成に向け
た取り組みを加速させることが、基本計画に掲載された
ことから、万博を ESD教材として活用することには大
きな意義がある。そこで、本稿では、大阪万博の象徴で
あった《太陽の塔》に込められた岡本太郎のメッセージ
を読み解くことから、来るべき大阪・関西万博の ESD
教材開発の視点を提示することを目的とする。

２．２．研究方法
　本稿では、まず、1970年の大阪万博ならびに《太陽
の塔》を含めたテーマ館展示に関して、岡本太郎が残
した言葉などを関連させながら解説した平野（2018a・
2018b）、《太陽の塔》の意義や色彩・造形表現の意図、
モニュメント性など、多角的な視点から考察を行った春
原（2001）、大阪で開催された博覧会についてまとめた
山名（2014）を中心に、大阪万博と《太陽の塔》を含
めたテーマ館展示の構成と内容を整理する。なお、平野
（2018a）は、岡本自身が《太陽の塔》の造形の秘密を
一切明かしていないため、《太陽の塔》の形が「なにを
表しているかは不明であり謎である（15）」と、述べてい
る。春原（2001）も平野（2018a）と同様の理由から、
《太陽の塔》を作品として解釈するには、「彼の著作や言
説から再構成したり、仮説を立てるしかない（16）」、と指
摘する。本稿では、《太陽の塔》を含めたテーマ館展示
を中心に扱うが、上記の指摘に留意する必要があるよう
に思われる。そこで、上記の文献に加え、万博開催時の
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パンフレットや広報誌、当時の新聞報道、岡本太郎の著
作も参考にしながら、展示内容と岡本太郎が展示に込め
たメッセージを整理し、SDGs及び ESDとの関連性を
検討する。その上で、2025年に開催を控える大阪・関
西万博において教材開発をするにあたり、SDGsの目標
に通ずると考えられる《太陽の塔》と岡本太郎がテーマ
館展示に込めたメッセージを題材にした ESD教材とす
ることで、SDGs達成に能動的に参加・協力する子ども
の育成を目指した学習を提案する。

３．1970年大阪万博について

　1970年の大阪万博の統一テーマは、「人類の進歩と調
和」であった。このテーマは、基本理念とともに 1965
年に発足したテーマ委員会にて策定されたものである。

３．１．基本理念
　基本理念について解説をした日本万国博覧会協会の広
報誌『日本万国博　第１号』（1966）によると、基本理
念では、万博が、「（中略）そのときどきの世界各国民の
創造的活動の成果を集約的に展示してそれぞれの時代の
進歩を確認し、新しい発展への強い刺激を提供すること
によって、人類文明の向上に大きな役割（17）」をはたす
ものであるとしつつも、科学技術の発達に伴う急速な進
歩と巨大化の弊害として生まれた矛盾・対立・不平等な
どの「不調和」の多くは解決されず摩擦と緊張が発生し
ていること（18）、そして、「科学と技術さえも、その適
用を誤るならば、たちまちにして人類そのものを、破滅
にみちびく可能性を持つにいたった（19）」ことに言及さ
れている。その上で、「物質文明のみならず、いろんな
分野での進歩の『暴走』や、『行きすぎ』をなるべくお
さえ、犠性を最小限にする方向で『進歩』を考える（20）」
ものとして、また、「多様性の相互尊重（21）」という精神
を含むものとして「調和」という考え方を紹介し、世界
中の多様な人類を尊重しつつ、その人々の多様な知恵や
「異なる伝統のあいだの理解と寛容（22）」でもって、全
人類のよりよい生活に向かって、不調和を乗り越えてゆ
く（23）、「調和的進歩（24）」が目指すべき姿として描かれた。

３．２．統一テーマ「人類の進歩と調和」
　平野（2018b）は、統一テーマ「人類の進歩と調和」
が決定した経緯について以下のように述べている。
　1965年のテーマ委員会にて、前述の基本理念に沿っ
た統一テーマについて、「人類の調和と進歩」という案
が示される。東洋思想的なニュアンスのある「調和」
（Harmony）には知恵や平和の概念も入るし、「進歩」
には繁栄の意味も含まれるだろうということで、一同が
納得した、（25）という。ところが、その後、さしたる議
論がないまま「調和」と「進歩」の語順が逆転し、いつ
の間にか「人類の進歩と調和」として話が進み、採択さ

れることとなった（26）、と平野（2018b）は述べている。
語順の逆転により、「不調和」の存在を出発にしていた
当初のニュアンスから大きく変わったテーマは、オプ
ティミズムを貫いており、極論するなら「進歩すること
で調和が手に入る」、「進歩の先に調和がある」といった
イメージさえ抱かれかねない（27）、と平野（2018b）は
指摘する。

３．３．大阪万博の評価
　テーマの「調和」と「進歩」の語順が逆転した結果、
大阪万博は、「20世紀世界に対する危機感を表明する
基本理念とはズレてしまった印象（28）」があり、万博の
従来路線を継承することとなった（29）、と平野（2018b）
は主張する。実際、大阪万博にどのような評価がなされ
たのか。当時の新聞報道を中心に確認をしたい。
　基本理念やテーマへの評価を扱った記事が万博開催中
の 1970年６月に見られた。以下に一部を引用する。
　 　「経済成長の〝落とし子〟？といわれる一兆円万国
博覧会。どえらい人集めによって、経済大国の威信を
全　世界に顕示したことは大成功かも知れない。だが、
これでは科学技術の進歩を競い合う展示場でしかな
い。科学技術の進歩がもたらした自然環境の破壊、公
害さらには戦争、貧困……といった現在、人類が直面
している〝不調和〟に目をおおっている。『EXPOʻ70
は現代文明の到達点の指標であると同時に、未来の人
類のよりよき生活をひらくための転向点としたい』―
こんどの万国博の基本理念であったはずだ。（30）」
　（読売新聞、1970年６月 17日付）
　また、万博が開催された大阪府吹田市の『吹田市史　
第３巻』（1989）の「第四節　万国博の開催」は、次の
言葉で締めくくられている。
　 　「（中略）『人類の進歩と調和』というテーマを掲げ
ながら、実際には万国博が、参加各国の、中でも大国
同士の国威発揚の舞台になってしまったという印象は
拭えない。（31）」。
　上記は万博に対しての評価の一部であるが、平野
（2018b）が主張するように、大阪万博が近代化や科学
技術の進歩を競い合う従来路線と変わらなかったことへ
の批判、ならびに、基本理念やテーマに示された「不調
和」や「調和」の扱いについての批判が、少なくとも当
時展開されていたことが分かる。

４．《太陽の塔》とテーマ館展示

４．１．岡本太郎が望んだ大阪万博
　1965年、万博の主務官庁である通産省が作成した設
立趣意書には、第一に、欧米地域以外で初、アジアでも
初の開催として画期的意義をもつこと、第二に、先進国
としての日本を世界に印象づけるという目的が万博開催
の意図として明記されている（32）。また、万博開催地と
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なった千里丘陵が位置する大阪府吹田市の『吹田市史　
第３巻』（1989）には、当時の誘致に関して
　 　「（中略）東京オリンピックに向けて、東京を中心と
する首都圏へ交通体系の整備などの公共投資が集中的
に投下される状況を目のあたりにしては、同様な国家
的事業の開催による公共投資の飛躍的増加を、他地域
が要求しても当然であろう。こうした背景の中で、万
国博は近畿地方へ誘致すべきだという要求が、近畿各
府県からあがってきた。（33）」

と記載されている。初期の段階において、世界に先進国
としての日本をアピールする手段、開催に伴う交通体系
をはじめとした地域発展の視点から、行政が誘致活動を
展開していたことを読み取ることができる。
　一方、岡本太郎は、1967年にテーマ展示プロデューサー
に就任する以前の 1965年 11月３日の朝日新聞に「私の
日本文化論　『万国博』に望む―岡本太郎」として、論考
を投稿している。以下にその一部の要約と引用を記載する。
　記事にて、まず、岡本太郎は、近代化によって世界中
の同質化が進み、それぞれの文化の独自性とその実体
が、強烈な生命力を失っていること（34）を指摘する。そ
の上で、この普遍主義の傾向を乗り越える手段として、
岡本太郎は、各文化固有の運命、特殊性（パティキュラ
リティー）に賭けるべきだと主張する（35）。外に対して
理解されよう、認められようと、おのれを歪めるような
これまでの姿勢ではなく、普遍が特殊を包含し、乗り越
える近代主義的な手続きとは逆の「特殊」から「一般性」
を見かえし、乗り越える姿勢の重要性を訴える（36）。
　そして、出場国ごとに行進するはずであった「（中略）
大勢の選手たちが国籍も性別も肌の色も関係なく、腕
や肩を組みながら、一団となって（37）」会場を行進した
1964年の東京オリンピックの閉会式に触れながら、５
年後に控えた大阪万博に対して次の言葉を残している。
　 　「ところで、だれでもが印象的に覚えていると思う。
東京オリンピックの閉会式に、突如展開した、あの感
動的なシーンを。（中略）突然、自発的にもりあがり、
あふれた祭の交歓。あらゆる民族が、その姿のまま、
独自の表情で喜びを高めあった。恐らく、世界中の人
種の集った広場で、史上初めての感動的儀式だったろ
う。（中略）５年後の万国博がどんなものになるか、
まだ想像できる段階ではないが、恐らく AA（38）諸国
など、財力のない振興の国ぐにが張りきって参加する
だろう。してほしいものだ。今まで博覧会といえば、
とかく近代主義の、物量、規模を誇った。しかし日本
の広場では、富める国、貧しい国をひっくるめて、そ
れぞれがその独自性をひらききる。あらゆる生き方の
質、いろどりを誇らしく輝かせて。そういう猛烈な、
総合的世界の祭を期待するのである。（39）」。

　以上から、当初の国や誘致自治体などの行政と、岡本
太郎が万博に望んだものには齟齬があるように思われ
る。岡本太郎は自身の文化論を土台に、アジア・アフリ

カ諸国の人々が、会場で肩身がせまい思いをするよう
な（40）、近代主義の物量や規模、富や科学工業を誇った
従来の万博を望まなかった。あらゆる民族が入り混じり、
その姿のまま、独自の表情で喜びを高めあった東京オリ
ンピックの閉会式のように、世界中の人種が集い、あら
ゆる生き方の質、いろどりを誇らしく輝かせる祭りを万
博に期待していたことを窺うことができる。

４．２．《太陽の塔》とテーマ館展示
　テーマ展示プロデューサーであった岡本太郎によって
デザインされた《太陽の塔》は、テーマ館の一部として、
丹下健三デザインの近未来的な《大屋根》を突き破る形
で建造された。地下：過去、地上：現在、空中：未来の
3層で構成され、人類の根源、調和と進歩が表現された。
展示に関して山路（2014）は、「全体を貫いている主題
は、人類の過去と未来を支える人間生命の根源を問うと
いう壮大な精神である。（41）」、と述べている。また、テー
マ展示プロデューサーであった岡本太郎は、
　 　「科学の力を媒体とし、進歩への期待を前提とした
万国博は、すでに役割を終えたように思われる。そこ
で、われわれはむしろ、象徴的、風刺的に、人類の
進みゆく道、運命を示唆するようなものをつくりた
い。（42）」
と言葉を残している。ここでは、1970年当時、現地で
販売された『テーマ館ガイド』（以下、ガイドブック）、
平野（2018a・2018b）を中心に各展示内容と展示に込
められた岡本太郎のメッセージを整理する。
　ガイドブックでは、まず、巨大で複雑な現在の文明と
その技術力が、「自然の大部分を征服して宇宙空間にま
で進出した（43）」ことに触れる。その一方で、岡本太郎
は、今日の高い知能をもった現世人類が繰り広げる＜人
類の時代＞の背後に、過去何十億年にわたる＜生命進化
＞の歴史と、人類最初の祖先が、地球上に生まれてから
何百万年にもわたり自然の中にその独自の道を一歩一歩
きりひらいてきた＜先史人類＞の歴史が存在すること、
そして、現世人類が今日の高度な文明を築くまでの間に、
地球上のあらゆる地域であらゆる自然環境の変化に応じ
て様々な知恵と工夫を発揮しながら築き上げてきた、多
彩で多様な＜文化＞の歴史があること（44）を指摘する。
その上で岡本太郎は、多彩で多様な文化の中に、常にい
きいきと息づいているものは、「よりゆたかで、よりし
あわせで、より充実した生活を求める生物にも人類にも
共通したねがいである。（45）」と主張する。また、その
底には何十億年にわたる地球の歴史を通じて、驚くほど
多様な＜いきもの＞を生み出しながら、なお未来に向
かって生き続けようとする、あつくはげしい＜いのち＞
の流れが感じとられる（46）、と岡本太郎は述べる。
　 　「私たちの明日も、いのちの歴史の根源をつらぬいて
流れるこのエネルギーをうけつぎつつ、それを生物・人
類に共通するねがいに調和させるべく、かぎりなくゆた
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かな知恵を発揮しながらきづかれて行くであろう。（47）」
という岡本太郎のメッセージをもとに、地下展示「過去：
根源の世界」では、過去・現在・未来をつらぬいて流れ
る根源的なエネルギーと、知恵と、願いが表現された展
示構成となっている。「（中略）人間は根源的なものを見
失っていてはいけない。（48）」と訴えた岡本太郎は、生
物の根源である DNAや、スクリーンに人間や昆虫など
の様々な生物の誕生シーンを映すことで生命の連帯感を
象徴した《生命のうた》、狩猟・呪術を展開しながら自
然と共生していた先史人類の姿、そして、近代文明によっ
て失われつつある世界中の仮面や偶像、道具を展示した。
　続く、塔内に伸びる《生命の樹》では、生物の進化の
過程と多様性、尊厳を提示する。
　 　「（中略）どんな高等な生物でも、またアメーバのよ
うな単細胞のまま活動しているものでも、生命の尊厳
にみちている。生命の不可思議、その美しさ。まこと
に生命は環境・条件に応じてさまざまに変貌しなが
ら、脈々として受けつがれのびてゆく　大地に深く根
をはり、天空に向って限りなく枝をひろげる大樹のよ
うに。（49）」

という岡本太郎の言葉の通り、高さ 41ｍの色鮮やかな樹
にアメーバなどの原生生物から人類誕生までの代表的な
生物の模型が展示され、進化を続けてきた生物の偉大な
生命力のドラマと、地下の生命の根源から生命が未来に向
かい止まることなく伸び続けてゆく様子が表現された（50）。
　塔内を登った先の右腕から繋がる近代的な《大屋根》
で展開された空中展示「未来：進歩の世界」では、「進
化のはてに登場した人類が、未来に向って進む第一歩は、
宇宙への道である。（51）」として、商業通信衛星の実物
大模型や未来都市などが展示された一方で、「未来への
転換点に立つ人類が抱える問題を取り上げた（52）」展示
が展開される。核開発や宇宙開発をモチーフに、原爆の
原子雲と月面が対置された《転換の壁》は、「人間がつ
いに太陽と月をとらえ、神わざに近い物力を持ったこと
感じさせる（53）」ものとなっており、赤青２色の壁が対
抗する《矛盾の壁》では、赤い壁には、核戦争の恐怖を、
青い壁には、貧困や公害、人種差別などの社会的矛盾が
写真やコラージュで展示された（54）。科学技術や近代化
による進歩の弊害によって「未来は、明るいものである
とは限らない。（55）」という岡本太郎のメッセージが込
められている。2つの壁の先には、192面の正三角形の
スクリーンに囲まれた空間《マンダラマ》が広がる。ス
クリーンには、世界中の様々な民族の生活と自然、風
俗が映し出され、「多様さの中に生み出される調和の世
界（56）」が表現された。
　空中展示を周回した後、戻ってきた地上展示「現在：
調和の世界」には《調和の広場》が広がる。なお、広場
に関して、「人種・国籍・眼の色・肌の色・環境もちが
う人間たちが群れつどう（57）」ことは、「人類の調和を感
動的にあらわす＜祭＞の最大のよろこびである（58）」と

岡本太郎は述べている。ここには、619枚の国籍や人種、
文化の異なる民衆の生活写真が広がる《世界を支える無
名の人々》が展示された。《世界を支える無名の人々》
の『公式ガイドブック』に、岡本太郎は、民衆の生活写
真を展示した理由や目的について、
　 　「（中略）世界を支えているのは、とかくうたわれる
ような英雄や有名人ばかりの力ではない。むしろ、黙々
とさまざまな条件環境の中で闘いながら、ひたすらに
自分の生活を生きぬいている人びとである。（中略）
この隣人たち、ひろい地球の上にちらばり、風土、慣
習、さまざまな条件の差はあっても、運命にしたがっ
て一貫した人間的生活をしている。この歴史をつくり
あげ、いま世界を背負っている、名もない人びとの生
活記録を写真によって展示し、人間の生き方の多様さ、
その素晴らしさと尊厳をなまなましく浮かびあがらせ
たい。（59）」
と述べている。貧しい人、豊かな人、着ているものも違
うし、住み方も働いている所も違う、笑い方も、怒り方
も、泣き方も様々であるが、みな同じ人間であり、あら
ゆる条件をこえて人間は本質的に同じである（60）、とガ
イドブックで述べた岡本太郎は、「目の前に見るイメー
ジによって親近感を深め、あらためて多様さの中にある
人類の調和を再認識する絶好の場となるであろう。（61）」
と言葉を残している。
　以上が各展示の構成と岡本太郎が展示に込めたメッ
セージである。「過去：根源の世界」にて、人類の根源
や生命の尊厳と多様性を振り返り、「未来：進歩の世界」
で近代化や科学技術による弊害を危惧し、「現在：調和
の世界」にて、人種や国籍の異なる人々の多様性と尊厳
を提示した。岡本太郎が展示に込めたメッセージは、世
界中の人間を尊重し、知恵をもって「不調和」を乗り越
える「調和的進歩」を目指した基本理念に近いものであ
るように思われる。

４．３．岡本太郎のメッセージは民衆に理解されたのか
　山路（2014）は、テーマ館展示に関して次のように
述べている。1968年のテーマ委員会にて、
　 　「過去にも現在にも矛盾があるが、やはり博覧会で
あるので、未来をあまりに悲観的にじゅそ（62）的に描
くことはできないので、慎重にやりたい。（63）」

と発言した岡本太郎であったが、テーマ館の空中展示で
は、原爆や貧困、公害、人種差別などを扱った《矛盾の
壁》や《転換の壁》などが展示された。しかし、テーマ
館内部に占める割合で言えば、「そうした『不幸』や『矛盾』
の展示は控えめだという印象を与えている。いや目立たな
かったと言った方がよい。（64）」、と山路（2014）は指摘する。
　平野（2018a）は、「未来は、明るいものであるとは
限らない。」と考えた岡本太郎の空中展示「未来：進歩
の世界」は、楽観的な進歩主義に支配された万博におい
て、未来観そのものが他のパビリオンとは決定的に異な
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る、異端の未来だった（65）、と述べている。また、《世界
を支える無名の人々》についても、
　 　「ほんとうに世界をつくっているのは英雄なんか
じゃない。無名の民衆（ピープル）だ。万博の主役は
科学技術などではなく、民衆であり人間であるべき
だ（66）」

という岡本太郎のメッセージは、万博において異色のも
のであった（67）、と述べている。その一方で、平野は、
テーマ館展示に込められた岡本太郎のメッセージについ
て、「（中略）当時の観客たちにそれが伝わったとは思い
ません。『夢の未来』を無邪気に信じていた高度成長の
時代には、とても無理だったろうと思います（68）」と、
述べている。赤坂（2010）も、平野と同様に《太陽の
塔》は成功したが、同時代に理解されたわけではなかっ
た（69）、と指摘している。
　展示構成の割合、高度経済成長期であった当時の日本
情勢など、さまざまな要因の結果、岡本太郎が《太陽の塔》
を含めたテーマ館展示に込めたメッセージが当時の民衆
によって理解されることは、難しかったように思われる。

５．教材化の検討

　岡本太郎が《太陽の塔》の展示に込めたメッセージ
が、高度経済成長期の日本において理解されることが難
しかったことは前述の通りである。しかし、《矛盾の壁》
で警鐘した貧困や差別などの近代化や科学技術に伴う弊
害は、大阪万博から 50年が経過した現在においても解
決が求められている地球的諸課題であり、SDGsの目標
「１　貧困をなくそう」や「10　人や国の不平等をなく
そう」に該当する。また、テーマ「人類の進歩と調和」
を疑い、高度経済成長期における科学技術の発展や近代
化に伴う弊害を問題視し、「未来は、明るいものである
とは限らない。」と訴えた岡本太郎の視点は、ESDの視
点に立った学習指導で重視する能力・態度の一つである、
批判的に考える力に該当する。そこで、SDGsの 17目標、
ならびに ESDとの関連性について整理し、教材化の検
討を行う。

５．１．SDGs・ESDとの関連性
　地下展示「過去：根源の世界」では、岡本太郎が、自
然と共生しながら様々な知恵と工夫を発揮して築いた先
人の多彩な文化の中に見出した、「よりゆたかで、より
しあわせで、より充実した生活を求める生物にも人類に
も共通したねがい」に着目する。「よりゆたかで、より
しあわせで、より充実した生活」を人間だけでなく、生
物も含めた共通の願いとした岡本太郎の視点は、SDGs
の目標「11　住み続けられるまちづくりを」や「14　
海の豊かさを守ろう」、「15　陸の豊かさも守ろう」が
該当する。
　空中展示「未来：進歩の世界」では、科学技術や近代

化に伴う弊害を問題視し、「未来は、明るいものである
とは限らない。」と訴えた。岡本太郎が《矛盾の壁》や《転
換の壁》で扱った貧困は、「１　貧困をなくそう」や「３　
すべての人に健康と福祉を」、「６　安全な水とトイレを
世界中に」が、公害は、「11　住み続けられるまちづく
りを」や「12　つくる責任、つかう責任」が、人種差別は、
「５　ジェンダー平等を実現しよう」や「10　人や国の
不平等をなくそう」が、原爆（核兵器）は「16　平和
と公正をすべての人に」が該当する。
　そして、空中展示「未来：進歩の世界」の《マンダラマ》
や地上展示「現在：調和の世界」の《世界を支える無名
の人々》は、多文化共生を訴えるものであり、「５　ジェ
ンダー平等を実現しよう」や「10　人や国の不平等を
なくそう」、「17　パートナーシップで目標を達成しよ
う」が該当する。
　以上のように《太陽の塔》を含めたテーマ館展示に
込められた岡本太郎のメッセージは、SDGsとの関連が
多々あり、現代社会においても十分に通用するものであ
ると考える。また、ESDは、SDGsの 17目標の達成に
貢献する人材の育成を目指した教育であることから、《太
陽の塔》の教材化は、上記の SDGsの目標への関心を
高め、その達成に向けて能動的に参加・協力する子ども
の育成に資するものと考える。
　高度経済成長期であった日本の民衆に岡本太郎のメッ
セージは伝わらなかったが、2025年大阪・関西万博を
迎えるにあたり、《太陽の塔》に込められたメッセージ
を重ね合わせることは十分に意義深いものであると考
え、教材化を提案したい。

５．２．教材について
　岡本太郎が 1970年大阪万博のテーマ館展示で問題視
した貧困や差別などの科学技術の発展や近代化に伴う弊
害は、約 50年が経過した現在において、地球的諸課題
としてより顕在化している。また、《生命の樹》や《世
界を支える無名の人々》で表現された多様性の尊重と尊
厳をはじめとした、展示に込められた岡本太郎のメッ
セージは SDGsに通じるものであり、現在社会におい
ても重要であると考える。
　そこで、《太陽の塔》を含めた 1970年の大阪万博の
テーマ館展示についての学習を起点に、岡本太郎の批判
的思考や SDGsに通ずる展示に込められたメッセージ
などを踏まえた多角的な視点から現在の社会を見つめ直
した上で、子どもたちが伝えたい内容を 2025年大阪・
関西万博の展示案として表現する実践を提案する。大阪
のシンボルである《太陽の塔》を起点にしたこの教材を、
SDGsや地球的諸課題への関心を高め、今後、子どもた
ちが SDGsの目標達成に向けて能動的に参加・協力す
るための契機にしたいと考えた。
　なお、大阪で２度目の開催となる 2025年大阪・関西
万博は、SDGs達成に向けたこれまでの進捗を確認し、



《太陽の塔》を題材にした ESD教材開発の検討

61

その達成に向けた取り組みを加速させる場とされている。
大阪で開催される新旧２つの万博を通して、SDGsに関
連した学習が展開できるという点においても、《太陽の塔》
と岡本太郎が展示に込めたメッセージを題材として扱う
意味があると考えた。以下に、実践案の概要を記載する。

５．３．実践の概要
（１）単元名
　　　 「太郎さんの眼で見てみよう～ 2025年大阪・関

西万博のテーマ展示を考える～」
（２）対象
　　　小学校 6年生総合的な学習の時間
（３）単元の目標
　・ 《太陽の塔》を含めたテーマ館展示と岡本太郎のメッ

セージから、科学技術の進歩の弊害として差別など
が生じていること、大阪万博から 50年ほどが経過
した現在においてもこれらが SDGsの目標として
解決が求められていること、岡本太郎が展示に込め
た生命や人々の多様性の尊重と尊厳のメッセージを
理解する。

 【知識・技能】
　・ 岡本太郎が展示に込めたメッセージや SDGsの 17
目標を踏まえ、2025年大阪・関西万博で伝えたいメッ
セージやそれを踏まえた展示内容を考え、表現する。

 【思考・判断・表現】
　・ 岡本太郎が《太陽の塔》の展示に込めたメッセージ

の考察や、2025年大阪・関西万博の展示に向けて
の調べ学習や展示内容の検討を意欲的に取り組む。

 【主体的に学習に取り組む態度】

６．まとめ

　本稿では、2025年に大阪・関西万博が控えているこ
とに関連し、1970年大阪万博のテーマ展示プロデュー
サーである岡本太郎と彼がデザインした《太陽の塔》に
着目した ESD教材開発の検討を行った。1970年大阪
万博と《太陽の塔》を含めたテーマ館展示について整理
する中で、科学技術の進歩や国力の誇示を競い合う従来
路線の万博であったという評価がなされた一方で、岡本
太郎は、近代化や科学技術で進歩した「未来は、明るい
ものであるとは限らない。」と警鐘する展示を展開して
いたことが分かった。岡本太郎がテーマ館展示に込めた
メッセージが、高度経済成長期の日本において理解され
ることは難しかったものの、《生命の樹》で扱った生命
の尊厳と多様性や《矛盾の壁》での公害や人種差別、《世
界を支える無名の人々》での多様な人々の尊厳などは、
現在も解決が求められている SDGsの目標に通ずるも
のであることが明らかとなった。
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　来るべき 2025年大阪・関西万博に対して、ESDの
教材開発を行うにあたり、推進が進む SDGsや顕在化
している地球的諸課題への関心を高め、行動化を促す目
的を視点に、ESD教材の開発をすべきであると考える。
大阪・関西万博は、SDGs達成に向けたこれまでの進捗
を確認し、その達成に向けた取り組みを加速させる場と
されていることから、岡本太郎が《太陽の塔》を含めた
テーマ館展示に込めたメッセージを SDGsと関連させ
ながら、ESD教材として活用することは有効であるだ
ろう。
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